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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第47期

第２四半期
連結累計期間

第48期
第２四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 (千円) 29,304,991 30,593,816 61,896,972

経常利益 (千円) 2,686,674 3,099,960 6,255,672

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,595,230 2,024,632 3,467,430

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,695,140 2,069,015 3,750,154

純資産額 (千円) 37,765,457 37,854,829 37,978,731

総資産額 (千円) 53,571,381 54,135,966 55,683,052

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 55.78 70.79 121.24

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 68.6 69.8 68.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 215,598 2,081,239　 1,915,334

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △229,541 218,528 △3,034,822

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △941,580 △1,322,886 △1,882,649

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 29,479,840 28,455,382 27,486,647
 

 

回次
第47期

第２四半期
連結会計期間

第48期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 49.24 60.67
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

　

 
２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

 

（システム事業）
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　連結子会社であったケー・イー・エルシステムズ株式会社は、平成27年４月１日に同じく連結子会社であるケー・

イー・エルテクニカルサービス株式会社と合併し解散しました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が

判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、雇用・所得環境の好転や、好調な企業業績を背景に、景気は緩や

かながらも回復基調で推移しましたが、中国に端を発した海外景気の下振れ懸念もあり、依然として先行きは不透明

な状況が続いております。

国内ＩＴ業界におきましては、企業業績の改善に伴い企業のＩＴ投資は緩やかな回復傾向が続いており、戦略的な

ＩＴ投資需要は堅調に推移しました。一方で、ＩＴシステムに関するコスト削減意欲が根強いことや、商談規模の大

型化に伴い検討期間が長期化するケースが増えるなど、ＩＴ投資に対する慎重な姿勢が依然として続いております。

このような環境の中、当社グループは、従来からビジネスの基盤としておりますインフラ構築ビジネスに加え、

ネットワーク分野まで含めた仮想化ソリューションビジネス、相次ぐ個人情報流出事故をきっかけに意識が高まりつ

つあるセキュリティ関連ビジネス、マイナンバー制度導入に向けたシステム対応ビジネスなどに注力いたしました。

また、連結子会社である日本オフィス・システム株式会社を完全子会社化し、グループとして総合的なＩＴソリュー

ションを提供すべく、機動力と組織力の強化を図ってまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、305億９千３百万円となり、前年同期比12億８千８百万円（前

年同期比 4.4％増）の増収、営業利益は、30億３千１百万円となり、前年同期比３億７千６百万円（前年同期比

14.2％増）の増益、経常利益は、30億９千９百万円となり、前年同期比４億１千３百万円（前年同期比 15.4％増）の

増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、20億２千４百万円となり、前年同期比４億２千９百万円（前年同期比

26.9％増）の増益となりました。
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（システム事業）

ストレージ関連事業では製造業・サービス業向けのビジネスが好調であったことに加え、ネットワーク関連事業で

は仮想化やセキュリティ関連が堅調に推移したことにより、システム事業の売上高は、195億５千９百万円となり、前

年同期比10億９千４百万円（前年同期比 5.9％増）の増収となりました。

 
（サービス・サポート事業）

プリンター関連およびＰＣ・サーバー関連の保守契約売上は保守料の低下に伴い減少しましたが、ネットワーク関

連およびストレージ関連の保守契約売上や、ＰＣ関連の導入・展開・常駐運用サービスが好調であったことにより、

サービス・サポート事業の売上高は、110億３千４百万円となり、前年同期比１億９千４百万円（前年同期比 1.8％

増）の増収となりました。

 
(2) 財政状態の分析

（資産の部）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて1.5％減少し、481億２千万円となりました。これは、受取手形及び売掛金

が13億６千７百万円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて12.2％減少し、60億１千５百万円となりました。これは、企業結合会計基

準等の適用などにより、のれんが10億５千９百万円減少したことなどによります。

 
（負債の部）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて9.6％減少し、135億３千２百万円となりました。これは、支払手形及び買

掛金が４億３千５百万円減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて0.5％増加し、27億４千８百万円となりました。これは、資産除去債務が６

千７百万円増加したことなどによります。

 
（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、378億５千４百万円となりました。これは、企業結合会計基準

等の適用などにより、資本剰余金が10億６千４百万円減少したことなどによります。この結果、自己資本比率は、前

連結会計年度末の68.0％から69.8％となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前年同期末に比べ10

億２千４百万円（3.5％減）の減少となり、284億５千５百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期（２億１千５百万円の資金の獲得）に比べ資金の獲得額が18

億６千５百万円増加し、20億８千１百万円の資金の獲得となりました。これは、売上債権が減少したことなどによ

ります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期（２億２千９百万円の資金の使用）に比べ資金の獲得額が４

億４千８百万円増加し、２億１千８百万円の資金の獲得となりました。これは、差入保証金の回収による収入が増

加したことなどによります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローでは、前年同期（９億４千１百万円の資金の使用）に比べ資金の使用額が３

億８千１百万円増加し、13億２千２百万円の資金の使用となりました。これは、長期借入金の返済による支出が増

加したことなどによります。

 

(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は３億３千５百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 42,206,000

計 42,206,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,633,952 28,633,952
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数は100株であります。

計 28,633,952 28,633,952 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年９月30日 ― 28,633 ― 9,031,257 ― 8,177,299
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(6) 【大株主の状況】

平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

兼松株式会社 東京都港区芝浦１丁目２－１ 16,554 57.81

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11－３ 769 2.68

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 750 2.61

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８－11 450 1.57

ザ バンク オブ ニューヨーク メロン
エスエー エヌブイ 10
（常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦ
Ｊ銀行）

RUE MONTOYERSTRAAT
46,1000 BRUSSELS,BELGIUM
（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

286 1.00

資産管理サービス信託銀行株式会社
(年金信託口)

東京都中央区晴海１丁目８－12 275 0.96

C B N Y - G O V E R N M E N T O
F N O R W A Y
（常任代理人 シティバンク銀行株式
会社）

388 GREENWICH STREET,NEW YORK,NY
10013 USA
（東京都新宿区新宿６丁目27－30）

271 0.94

兼松エレクトロニクス従業員持株会 東京都中央区京橋２丁目13－10 225 0.78

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７－１ 210 0.73

東銀リース株式会社 東京都中央区日本橋本町１丁目９－13 193 0.67

計 ― 19,987 69.80
 

(注)   上記の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）                             769千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）                         450千株

資産管理サービス信託銀行株式会社（年金信託口）                             275千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成27年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 35,100
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 

普通株式 28,581,300
 

 

285,813 ―

単元未満株式
 

普通株式 17,552
 

 

― ―

発行済株式総数 28,633,952 ― ―

総株主の議決権 ― 285,813 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が26株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成27年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
兼松エレクトロニクス
株式会社

東京都中央区京橋２丁目
13番10号

35,100 ― 35,100 0.1

計 ― 35,100 ― 35,100 0.1
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで)および第２四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年９月30日まで)に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣあらた監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、従来、当社が監査証明を受けているあらた監査法人は、平成27年７月１日に名称を変更し、ＰｗＣあらた

監査法人となりました。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 27,486,647 28,455,382

  受取手形及び売掛金 14,955,491 13,587,492

  リース投資資産 5,267 5,550

  たな卸資産 ※１  2,019,358 ※１  2,116,153

  繰延税金資産 858,530 736,738

  その他 3,506,506 3,220,291

  貸倒引当金 △902 △744

  流動資産合計 48,830,899 48,120,863

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 961,835 1,102,384

   土地 846,000 846,000

   その他（純額） 703,978 806,535

   有形固定資産合計 2,511,813 2,754,919

  無形固定資産   

   のれん 1,159,640 99,651

   その他 622,108 632,787

   無形固定資産合計 1,781,749 732,438

  投資その他の資産   

   投資有価証券 760,307 761,076

   長期貸付金 2,676 2,102

   繰延税金資産 806,513 821,624

   その他 1,035,584 978,828

   貸倒引当金 △46,491 △35,887

   投資その他の資産合計 2,558,589 2,527,745

  固定資産合計 6,852,152 6,015,103

 資産合計 55,683,052 54,135,966
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 6,799,768 6,364,519

  短期借入金 304,333 4,333

  リース債務 25,686 23,015

  未払法人税等 1,372,299 960,723

  賞与引当金 1,097,271 1,114,901

  役員賞与引当金 117,000 56,609

  その他 5,253,979 5,008,692

  流動負債合計 14,970,339 13,532,795

 固定負債   

  長期借入金 3,611 1,444

  リース債務 53,610 39,501

  役員退職慰労引当金 113,171 111,855

  退職給付に係る負債 2,364,191 2,336,433

  資産除去債務 170,097 237,941

  その他 29,299 21,165

  固定負債合計 2,733,981 2,748,341

 負債合計 17,704,320 16,281,136

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 9,031,257 9,031,257

  資本剰余金 8,177,299 7,112,350

  利益剰余金 20,581,922 21,564,429

  自己株式 △27,921 △28,105

  株主資本合計 37,762,557 37,679,932

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 137,997 130,382

  繰延ヘッジ損益 94 268

  為替換算調整勘定 119,570 118,496

  退職給付に係る調整累計額 △178,867 △129,371

  その他の包括利益累計額合計 78,795 119,776

 非支配株主持分 137,378 55,120

 純資産合計 37,978,731 37,854,829

負債純資産合計 55,683,052 54,135,966
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

売上高 29,304,991 30,593,816

売上原価 21,280,743 22,377,900

売上総利益 8,024,247 8,215,915

販売費及び一般管理費 ※  5,368,433 ※  5,184,062

営業利益 2,655,814 3,031,852

営業外収益   

 受取利息 19,817 17,837

 受取配当金 11,487 15,601

 持分法による投資利益 ― 13,449

 雑収入 39,864 33,210

 営業外収益合計 71,169 80,098

営業外費用   

 支払利息 5,526 6,144

 持分法による投資損失 32,822 ―

 雑支出 1,959 5,846

 営業外費用合計 40,309 11,990

経常利益 2,686,674 3,099,960

特別利益   

 固定資産売却益 ― 1,181

 特別利益合計 ― 1,181

特別損失   

 固定資産除却損 1,222 14,494

 退職給付費用 36,272 ―

 特別損失合計 37,495 14,494

税金等調整前四半期純利益 2,649,179 3,086,647

法人税、住民税及び事業税 954,691 968,298

法人税等調整額 48,627 83,765

法人税等合計 1,003,318 1,052,063

四半期純利益 1,645,861 2,034,583

非支配株主に帰属する四半期純利益 50,630 9,950

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,595,230 2,024,632
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

四半期純利益 1,645,861 2,034,583

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 27,905 △7,613

 繰延ヘッジ損益 2,701 174

 為替換算調整勘定 △13,359 △7,476

 退職給付に係る調整額 32,033 49,348

 その他の包括利益合計 49,279 34,432

四半期包括利益 1,695,140 2,069,015

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,643,548 2,065,613

 非支配株主に係る四半期包括利益 51,592 3,402
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,649,179 3,086,647

 減価償却費 191,958 211,946

 のれん償却額 29,621 19,930

 賞与引当金の増減額（△は減少） △83,039 17,629

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △167,648 △27,687

 受取利息及び受取配当金 △31,304 △33,438

 支払利息 5,526 6,144

 固定資産除却損 1,222 14,494

 売上債権の増減額（△は増加） △735,413 1,377,877

 たな卸資産の増減額（△は増加） △223,594 △98,692

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △370,993 △436,879

 仕入債務の増減額（△は減少） 387,838 △434,862

 その他の流動負債の増減額（△は減少） 373,913 △255,860

 その他 △5,236 6,999

 小計 2,022,030 3,454,248

 利息及び配当金の受取額 28,267 33,637

 利息の支払額 △5,526 △6,144

 事業構造改善費用の支払額 △530,762 -

 法人税等の支払額 △1,298,410 △1,400,501

 営業活動によるキャッシュ・フロー 215,598 2,081,239

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 投資有価証券の売却による収入 - 735

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △278,305 △467,488

 有形及び無形固定資産の売却による収入 396 9,697

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

49,725 -

 差入保証金の差入による支出 - △1,036

 差入保証金の回収による収入 2,491 759,794

 資産除去債務の履行による支出 - △94,280

 貸付けによる支出 △1,055 △378,484

 貸付金の回収による収入 5,593 379,811

 投資その他の資産の増減額（△は増加） △8,287 10,435

 その他 △100 △655

 投資活動によるキャッシュ・フロー △229,541 218,528

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △52,166 △302,166

 配当金の支払額 △857,975 △1,000,962

 非支配株主への配当金の支払額 △18,962 -

 その他 △12,475 △19,757

 財務活動によるキャッシュ・フロー △941,580 △1,322,886

現金及び現金同等物に係る換算差額 △12,174 △8,147

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △967,698 968,734

現金及び現金同等物の期首残高 30,447,539 27,486,647

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,479,840 28,455,382
 

EDINET提出書類

兼松エレクトロニクス株式会社(E03126)

四半期報告書

15/25



【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

 （連結の範囲の重要な変更）

　連結子会社であったケー・イー・エルシステムズ株式会社は、平成27年４月１日に同じく連結子会社である

ケー・イー・エルテクニカルサービス株式会社と合併し解散したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲

から除外いたしました。
 

　

(会計方針の変更)

 
当第２四半期連結累計期間

(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

（企業結合に関する会計基準等の適用)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）および「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更および少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結

累計期間および前連結会計年度については、四半期連結財務諸表および連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（３）、連結会計基準第44－５項（３）

および事業分離等会計基準第57－４項（３）に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新た

な会計方針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金および利益剰

余金に加減しております。

　この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれん1,040,059千円、資本剰余金998,896千円および利

益剰余金41,162千円が減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等

調整前四半期純利益はそれぞれ107,882千円増加しております。
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(四半期連結貸借対照表関係)

※１ たな卸資産の内訳

 

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

商品及び製品 1,982,179千円 2,107,974千円

仕掛品 37,178千円 8,178千円
 

 

 

 ２ 保証債務

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

譲渡したリース契約に対する保証   

リース債務者 8,663千円 2,849千円

取引上の債務に対する根保証   

株式会社グロスディー 470,912千円 438,272千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※   販売費及び一般管理費のうち主要な費目および金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

従業員給料及び手当 1,878,567千円 1,635,677千円

役員賞与引当金繰入額 45,930千円 58,109千円

賞与引当金繰入額 551,303千円 480,647千円

退職給付費用 190,841千円 200,539千円

役員退職慰労引当金繰入額 16,794千円 15,204千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

現金及び預金 29,479,840千円 28,455,382千円

現金及び現金同等物 29,479,840千円 28,455,382千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月14日
取締役会

普通株式 857,975 30 平成26年３月31日 平成26年６月４日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月31日
取締役会

普通株式 857,970 30 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
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当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日
取締役会

普通株式 1,000,962 35 平成27年３月31日 平成27年６月４日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 1,000,958 35 平成27年９月30日 平成27年12月７日 利益剰余金
 

　

３．株主資本の著しい変動

第１四半期連結会計期間より、企業結合会計基準等を適用しております。これに伴う影響については、会計方針

の変更をご参照ください。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 
システム事業

(千円)

サービス・
サポート事業

(千円)

計
(千円)

売上高    

 外部顧客への売上高 18,464,434 10,840,556 29,304,991

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

248,160 110,442 358,602

計 18,712,595 10,950,998 29,663,594

セグメント利益 1,302,716 1,328,194 2,630,911
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 

利 益 金 額 （千円）

 報告セグメント計 2,630,911

 セグメント間取引消去 24,903

 四半期連結損益計算書の営業利益 2,655,814
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

 
システム事業

(千円)

サービス・
サポート事業

(千円)

計
(千円)

売上高    

 外部顧客への売上高 19,559,067 11,034,748 30,593,816

 セグメント間の内部売上高
又は振替高

93,084 21,196 114,280

計 19,652,151 11,055,945 30,708,096

セグメント利益 1,504,969 1,501,875 3,006,844
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 

利 益 金 額 （千円）

 報告セグメント計 3,006,844

 セグメント間取引消去 25,007

 四半期連結損益計算書の営業利益 3,031,852
 

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項　

（会計方針の変更）

会計方針の変更に記載のとおり、企業結合会計基準等を第１四半期連結会計期間より適用し、企業結合会計基準

第58－２項（３）、連結会計基準第44－５項（３）および事業分離等会計基準第57－４項（３）に定める経過的な

取扱いに従っております。

　この結果、従来の方法と比べて、当第２四半期連結累計期間のセグメント利益は、システム事業で24,806千円、

サービス・サポート事業で83,076千円、それぞれ増加しております。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 55.78円 70.79円

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 1,595,230 2,024,632

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

1,595,230 2,024,632

   普通株式の期中平均株式数(千株) 28,599 28,598
 

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．会計方針の変更に記載のとおり、企業結合会計基準等を第１四半期連結会計期間より適用し、企業結合会計

基準第58-２項（３）、連結会計基準第44-５項（３）および事業分離等会計基準第57-４項（３）に定める

経過的な取扱いに従っております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益金額が3.77円増加しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第48期（平成27年４月１日から平成28年３月31日まで）中間配当について、平成27年10月30日開催の取締役会にお

いて、平成27年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                       1,000,958千円

② １株当たりの金額                                        35円00銭

③ 支払請求権の効力発生日および支払開始日          平成27年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年11月10日

兼松エレクトロニクス株式会社

取 締 役 会 御 中

 

ＰｗＣあらた監査法人
 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 小 沢 直 靖

 

 

指 定 社 員

業務執行社員
 公認会計士 矢 野 貴 詳

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている兼松エレクトロ

ニクス株式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７

月１日から平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半

期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、兼松エレクトロニクス株式会社及び連結子会社の平成27年９月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

兼松エレクトロニクス株式会社(E03126)

四半期報告書

25/25


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

